	記入例（太陽光）


　様式１－２
農用地利用計画変更に係る関係資料
	１．事業計画者の住所・氏名
	氏名
	職業
	住所

	
	㈱小美玉
代表取締役○○○○
	会社役員
	小美玉市堅倉８３５

	２．事業目的
	太陽光発電設備の設置
現在、公簿上は畑となっている当該土地を太陽光発電施設敷地として転用し、遊休地の有効活用を図る。

	３．事業計画に係る土地の所在地等（農用地区域、区域外にかかわらず、事業計画に係る土地を全て記入する）
	大字
	字
	地番
	地目
	面積（㎡）
	利用状況
	土地所有者の氏名
	耕作（利用）者氏名
	農用地区域の有無

	
	
	
	
	公簿
	現況
	
	
	
	
	

	
	中野谷
	辰ノ口
	○○○の一部
	畑
	畑
	○○㎡の内

○○㎡
	畑
	小美玉花子
	同左
	有

	４．当該農用地区域に土地を選定した理由及び選定の経緯
	イ．農用地区域に土地を選定した理由

当該農地は長年休耕している畑であり，さらに第2種農地であることを確認した。当該農地の隣接地には既設の太陽光発電施設があり，さらに周辺には傾斜があり，農用地の集団性，連坦性にも影響が少ないうえ，土地改良事業などの農業公共投資の対象地でもないことから上記土地を選定した。
ロ．選定の経緯

効率良い太陽光発電設置箇所を検証するとともに，隣接農地への影響，接道の有無，傾斜等などを考慮した結果，申請地を選定した。

	５．事業計画
	事業の時期
	工事着手平成○○年○○月○○日　～　工事完成平成○○年○○月○○日

	
	変更の目的に係る事業または施設の概要
	建物等の名称　及び構造
	建物等総棟数
	1棟の　　　建物面積
	総建築面積
	所要面積

	
	
	太陽光パネル
集電箱○回路
	パネル○枚
	○○㎡
	○○㎡
	○○㎡

	６．事業実施によって付近の土地、作物、家畜等の被害の有無及び防除施設の概要
	当該事業により付近の土地、作物、家畜等へ被害を及ぼすことはありません。

給水については無し。便所等設置も無いため本申請地より発生する汚水雑排水は無い。

雨水は敷地内処理。

日照，通風等に支障はなく，周囲の土地，作物等に被害を与えない。

敷地周辺にはCoブロック設置により土砂流出を防ぐ。

	７．その他参考となるべき事項
	


